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瑕疵を防ぎ住宅の質を高める情報誌

電気料金の値上げでどうする？

待ったなし！
省エネ住宅の最前線

【新連載】基礎の奥義 ＃１

基礎のコスト削減は
可能か？

表4後送
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ジオ

02 ...	特集

	 電気代の値上げでどうする？

	 省エネ住宅の
	 最前線
07 ...	新連載　明日から使える！施工の豆知識クイズ
	 サッシまわりの防水テープ、
	 正しい張り方はどれ？

08 ...	地域で活躍する 住宅設計の達人
	 第２回：三浦正博（設計島建築事務所・宮城県仙台市）

12 ...	新連載　時流を読む工務店経営
	 第 1 回：現場管理はリモート化できるのか？
	 取材先：株式会社log	build

14 ...新連載 
 賢く・正しく・美しく！基礎の奥義
	 第 1 回：基礎梁の美しい配置こそ
	 	 						コスト削減の王道
	 解説：鈴木竜子（山辺構造設計事務所）

18 ...	住宅文化財探訪のすすめ
	 小田原文学館　
	 旧田中光顕別邸
	 神奈川県小田原市

21 ...	JIO 友の会　
	 クラブオフからのお知らせ

今号より装いを新たにし、新連載が３つも始まりました。今号より装いを新たにし、新連載が３つも始まりました。

世の中で始まっていること、経営に役立つような情報をお伝えする【工務店経営】、世の中で始まっていること、経営に役立つような情報をお伝えする【工務店経営】、

今更聞けない？技術的な基本を押さえつつ、図も多く用いて解説するコラム【基礎の奥義】、今更聞けない？技術的な基本を押さえつつ、図も多く用いて解説するコラム【基礎の奥義】、

いままでの施工を振り返りながら解く、明日から使える、誰かに教えたくなる【施工の豆知識クイズ】。いままでの施工を振り返りながら解く、明日から使える、誰かに教えたくなる【施工の豆知識クイズ】。

いずれも読者の皆様のお役に立てる内容になっているのではないかと思います。いずれも読者の皆様のお役に立てる内容になっているのではないかと思います。

世の中の情勢が目まぐるしく変わり、先の見通しが立てにくい状況にありますが、世の中の情勢が目まぐるしく変わり、先の見通しが立てにくい状況にありますが、

これからもジオ楽間は、友の会会員の皆様へ有益な情報、瑕疵発生の低減につながる情報をこれからもジオ楽間は、友の会会員の皆様へ有益な情報、瑕疵発生の低減につながる情報を

お届けしていきますので、どうぞよろしくお願い致します。お届けしていきますので、どうぞよろしくお願い致します。

	 	 株式会社日本住宅保証検査機構	 	 株式会社日本住宅保証検査機構（JIO）（JIO）、JIO友の会、JIO友の会

「ジオ楽間」は、瑕疵を防ぎリスクに備えるための技
術情報と、福利厚生に役立つ情報を友の会会員さま
にお届けする情報誌です。タイトル「ジオ楽間（ジオ
ラマ）」には「瑕疵がなく、楽しく、幸せに暮らせる間（住
まい）の普及」という願いを込めています。

表紙：小田原文学館 別館（撮影：奥山晴日）

Staff

発行： JIO友の会
企画： 日本住宅保証検査機構（JIO）＋エクスナレッジ　
編集： エクスナレッジ
デザイン： 山川図案室
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販
売
時
に

省
エ
ネ
性
能
を
表
示

　
住
宅
の
省
エ
ネ
化
に
つ
い
て
、も
う 

1

つ
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
2
0
2
4

年
4
月
に
施
行（
予
定
）さ
れ
る「
建
築

物
の
販
売
・
賃
貸
時
の
省
エ
ネ
性
能
表

示
制
度
」で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
省
エ
ネ

性
能
の
表
示（
B
E
L
S
）は
、
事
業
者

の「
努
力
義
務
」の
な
か
で
実
施
さ
れ

て
き
た
が
、
施
行
後
は
告
示
に
則
っ
た

表
示
を
し
て
い
な
い
事
業
者
に
は
、
国

土
交
通
大
臣
に
よ
る「
勧
告
」や「
命

令
」が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
よ
り
規

制
が
強
化
さ
れ
る
か
た
ち
だ
。

　
住
宅
分
野
の
対
象
は
、
分
譲
住
宅
・

賃
貸
住
宅
・マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
販
売
時
に

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
性
能
や
断

熱
性
能
を
ラ
ベ
ル
に
表
示
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る（
図
4
）。
ラ
ベ
ル
は
建
築

確
認
後
に
交
付
さ
れ
、
広
告
や
チ
ラ

シ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
掲
載
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
国
土

交
通
省
で
は
表
示
ル
ー
ル
や
ラ
ベ
ル
の

デ
ザ
イ
ン
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

夏
以
降
、
順
次
詳
細
が
決
定
さ
れ
る
。

　
注
文
住
宅
は
対
象
外
だ
が
、省
エ
ネ

性
能
の
表
示
が
消
費
者
の
目
に
触
れ
る

機
会
が
増
え
れ
ば
、当
然
、
注
文
住
宅

に
も
同
等
か
そ
れ
以
上
の
性
能
表
示

を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
2
0
2
5
年
の
省
エ
ネ
基
準
適
合

義
務
化
を
は
じ
め
、
省
エ
ネ
化
に
関
す

る
㆒
連
の
動
き
は
す
べ
て
、
政
府
が
掲

げ
る「
2
0
5
0
年
ま
で
に
ス
ト
ッ
ク

平
均
で
Z
E
H
水
準
に
す
る
」
と
い

う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
で
あ
る
。つ

ま
り
30
年
後
に
半
分
以
上
の
住
宅
を

Z
E
H
水
準
に
す
る
の
だ
か
ら
、こ
れ

か
ら
新
築
す
る
住
宅
を
Z
E
H
以
上

の
水
準
に
誘
導
す
る
ほ
か
、
既
存
住
宅

の
省
エ
ネ
化
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い（
図
5
）。

　
既
存
住
宅
は
省
エ
ネ
基
準
の
適
合

を
厳
格
に
は
求
め
て
い
な
い
が
、
国
土

交
通
省
・
経
済
産
業
省
・
環
境
省
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る「
住
宅
省
エ

ネ
2
0
2
3
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、

高
性
能
窓
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
給
湯
器

の
交
換
に
手
厚
い
補
助
金
制
度
が
設

け
ら
れ
る
な
ど
、
力
の
入
り
具
合
は
伝

わ
っ
て
く
る
。
工
務
店
に
と
っ
て
新
築
・

改
築
問
わ
ず「
省
エ
ネ
住
宅
」の
提
案

は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

2
0
5
0
年
に
向
け
て

今
す
べ
き
こ
と

2
0
2
4
年
4
月
に

賃
貸
・
分
譲
で

省
エ
ネ
性
能
表
示
が
ス
タ
ー
ト

表示項目

① 一次エネルギー消費性能の多段階表示
　（４～最大6段階） 

　①＇再エネ利用設備による削減効果（自家消費）を
　　 加味した性能 
　★１が省エネ基準適合、★が１つ増えるごとに
　　10％削減（★６で50％削減） 

②断熱性能の多段階表示（等級１～７相当の７段階） 
③再エネ利用設備が設置されている場合は、その旨 
④第三者評価を受けている場合は、その旨 
⑤評価年月日

このほか住宅の目安光熱費（設計上のエネルギー消費量

を年額の光熱費の目安額に換算）も付加できる。
なお現在、デザイン案が公募され検討されており、最終
的なラベルや表示方法は今後に公表される予定。

図4　省エネ性能表示のラベルイメージ

図5　省エネ住宅のロードマップ

2025年度 再生エネ発電促進賦課金単価

2030年度 義務基準をZEH水準に引き上げ

ストック平均でZEH水準を確保

2050年度 カーボンニュートラルの実現

ZEH以上の住宅に対する優遇・支援

新築住宅でZEH水準を確保

出典：「建築物の販売・賃貸時の省エネ性能の表示ルールについて」（令和5年３月３日公表）より抜粋

① 

②

③

④

①＇

⑤
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正解は🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑🅑
りでは、外壁の通気層内に
雨水が 浸入した場合、ス
ムーズに排水できるように
しなければなりません。サッ

シまわりの雨水の挙動を考えて、縦枠と上枠に
は通水路として5㎜ほどのクリアランスをとって
防水テープを張ります。クリアランスがないと
防水テープや透湿防水シートにシワなどがあっ
た場合に「水みち」となり、サッシ上枠に溜まっ
た雨水を吸い上げることがあります。 逆に10
㎜もとるとサッシフィンへの防水テープの張り
かけが少なくなってしまい、圧着不良があると
防水テープが剥がれることがあります 。

0㎜

0㎜

A

5㎜

5㎜

B

10㎜
10
㎜

C

防水テープ・
透湿防水シートの
吸い上げを防ぐ

F

サッシ枠に突き付けて
ぴったり張る

サッシ枠とのクリアランス
5㎜で張る

サッシ枠とのクリアランス
10㎜で張る

答

問
サッシまわりの
防水テープ、
正しい張り方はどれ？

施工の豆知識クイズ

●縦枠
サッシの上枠に溜まった雨水が縦枠
側に流れるときに、 防水テープや透湿
防水シートを極力濡らさないように、通
水路としてのクリアランスを設ける。

●上枠
上から流下した雨水が上枠に
溜まると、毛細管現象等により
防水テープや透湿防水シート
が雨水を吸い上げることがあ
る。クリアランスを設けることで、
雨水の吸い上げを防ぐ。 

A B C

通水路通水路

雨水の挙動雨水の挙動

E

D

ヒント： 通気層に雨水が浸入した場合に備える

明日か
ら

使える
！

監修：日本住宅保証検査機構（JIO）住宅品質研究室　参考>>>『防水施工マニュアル（住宅用防水施工技術）2021』P.89〜92

防水テープ・透湿防水シートへの
吸い上げを防ぐ
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達達住宅設計の達人

　
私
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
場
所
で
建

築
を
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建

築
設
計
が
生
業
に
な
る
ま
で
に
は
紆

余
曲
折
が
あ
り
、
そ
の
起
源
は「
雑

貨
好
き
」「
旅
好
き
」に
あ
り
ま
す
。

も
と
も
と
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の

土
着
の
生
活
雑
貨
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

文
房
具
な
ど
、
世
界
各
地
の
雑
貨
が

好
き
で
、
卒
業
後
は
雑
貨
店
で
働
い

て
み
た
の
で
す
が
、
次
第
に
興
味
が

「
モ
ノ
」か
ら「
空
間
」へ
と
移
り
、
専

門
学
校
で
イ
ン
テ
リ
ア
を
学
び
直
し

ま
し
た
。
住
宅
設
計
の
面
白
さ
に
目

覚
め
た
の
は
、
こ
の
時
期
に
雑
誌
で

建
築
家
の
吉
村
順
三
さ
ん
と
中
村
好

文
さ
ん
の
対
談
記
事
を
読
ん
だ
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

 
「
設
計
島
」と
い
う
事
務
所
名
の
由

来
は
、
新
潟
で
勤
め
た
多
角
経
営
の

工
務
店
で
、
オ
フ
ィ
ス
の
中
央
に
机
を

寄
せ
て
い
た
住
宅
部
署
が「
設
計
島
」

と
呼
ば
れ
て
い
て
、
本
格
的
な
住
宅

設
計
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
名

前
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
独
立
後
は
す
ぐ
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
、
許
可
を
得
て
そ
れ
ま
で

の
仕
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。一
方
で
ア

ジ
ア
横
断
や
ア
フ
リ
カ
縦
断
の
旅
に

出
た
り
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

2
年
間
モ
ロ
ッ
コ
で
過
ご
し
た
り
し
て

い
た
の
で
、
設
計
の
仕
事
に
本
腰
を

入
れ
た
の
は
2
0
0
6
年
頃
と
い
え

ま
す
。
工
務
店
の
外
部
設
計
者
と
い

う
立
場
で
設
計
し
な
が
ら
も
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ぼ
ち
ぼ
ち
問
い
合
わ
せ
が

く
る
よ
う
に
な
り
、
個
人
の
仕
事
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
の
興
味
は
世
界
的
な
環
境
問
題

に
あ
る
の
で
、
自
然
素
材
で
で
き
る

だ
け
環
境
負
荷
の
少
な
い
建
築
を
つ

く
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。
と
は
い

え
、以
前
勤
め
た
工
務
店
が
2
0
0
6

年
こ
ろ
高
断
熱
高
気
密
に
舵
を
切
っ

た
と
き
は
、
疑
念
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

計
画
換
気
の
家
に
対
し
て
、
I
C
U

で
管
を
付
け
ら
れ
て
い
る
患
者
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

で
、ア
ン
チ
の
側
か
ら
矛
盾
を
突
こ
う

と
し
て
た
く
さ
ん
勉
強
し
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
否
定
す
べ
き
こ
と
が
見
つ

か
ら
な
い
。
自
然
素
材
と
も
相
反
し

な
い
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
以
前
、築
1
0
0
年
の
古
民
家
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
住
み
ま
し
た
が
、

冬
は
薪
ス
ト
ー
ブ
を
ガ
ン
ガ
ン
焚
い
て

も
15
℃
以
上
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
妻
か
ら
暖
か
い

住
ま
い
を
求
め
ら
れ
た
の
も
当
然
で

し
た
。
ま
た
、
当
時
設
計
し
た
新
築

の
家
を
訪
ね
る
と
、
施
主
さ
ん
た
ち

は
開
放
型
の
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
採
っ
て

い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
垂
れ
流
し
で
快

S=1：250S=1：250

1,
35
0

1,251

２階建て部分

平屋部分

3,
76
5

N

DATA　東松島の家
所在地：	 宮城県東松島市
家族構成：	 夫婦＋子ども2人＋母
構	造：	 木造２階建て
施	工：	 negla設計室
敷地面積：	 282.62㎡
延床面積：	 102.67㎡
	 1階面積	70.38㎡
	 2階面積	32.29㎡
取得認定：	 低炭素建築物認定
竣工年月：		 2023年3月

【断熱性能】

UA値：	 0.26W／㎡・K、
C値：	 0.1㎠／㎡
ηA値：	 1.1（冷房期）

【断熱仕様】

屋根：	 高性能グラスウール300㎜
外壁：	 高性能グラスウール
　　			 105㎜ +	XPS3b60㎜
基礎：		 XPS3b100㎜（内部立上り）、
　　				 XPS3b50㎜
	 　（スラブ上外周より600㎜）、
　　				 XPS3b50㎜（底盤）
窓：		 APW430、330
	 　（樹脂窓真空トリプル）、
	 エコスライド（アルス）
玄関：	 木製断熱ドア
	 　（スニッカルペール）

【設備仕様】

暖房：	 床下エアコン
冷房：	 吹抜け上にルームエアコン
換気：	 3種デマンド換気（マツナガ）

雑
貨
好
き
、
旅
好
き
が

建
築
へ
の
入
り
口
だ
っ
た

環
境
問
題
へ
の
意
識
が

高
断
熱
高
気
密
へ
と
導
く

設計島建築事務所

1970年秋田県生まれ。新
潟大学人文学部行動科学
課程を卒業後、塾講師、雑
貨屋勤務を経て独学で建築
を勉強。新潟の工務店勤
務、アジア横断、アフリカ縦
断の旅を経て2001年、設
計島建築事務所を設立。自
然素材と断熱性の融合に取
り組んでいる。2016年、第
２回日本エコハウス大賞にて
大賞を受賞。

全国には、各地域で活躍する住宅設計者が多数いる。なかでも断熱や耐震への意識が
高い設計者は、近年、人気が高まっており、工務店にとって協働しやすい相手といえる。
今回は、自然素材の家づくりにこだわる設計島建築事務所（仙台市）を紹介しよう。

第
２
回　

三
浦
正
博
（
み
う
ら
・
ま
さ
ひ
ろ
）

地域で活躍する

切妻屋根が仲良く肩を寄せるような外観。それぞれの屋根が各世帯を象徴する二世帯住宅。庇の下が玄関ポーチになっている

外壁のファサードラタンは、36㎜角の野縁材を１本１本釘打ちで取り付けた。
「大工さんには感謝しかありません」（三浦さん）

S=1:250

S=1：250S=1：250

1,
35
0

1,251

２階建て部分

平屋部分

3,
76
5

N

文：松川絵里

PPiicckk  uupp  

LOCAL 
ARCHITECT

［配置図］
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S=1：50S=1：50

基礎断熱：ポリスチレンフォーム3種b㋐50
防湿シート
捨てコンクリート㋐50
砕石転圧㋐100（往復3回以上転圧）

60

小屋裏

SIC お母様の部屋玄関

606

エアコン

外周部基礎断熱：ポリスチレンフォーム3種b㋐100
外周部スラブ断熱：ポリスチレンフォーム3種b㋐50

10
5

10
5

外壁：スギ板36□ 
ファサードラタン（すのこ張り）隙間18
胴縁：㋐18（横）
胴縁：㋐18（縦）
防風透湿シート：
ソリテックスフロンタクワトロコネクト
付加断熱：ポリスチレンフォーム3種b㋐60
耐力面材：構造用合板㋐9
断熱材：高性能グラスウール16kg㋐105
室内側防湿気密シート
配線胴縁：㋐18

ルーバー

屋根：ガルバリウム鋼板縦ハゼ葺き
防水：ゴムアスファルトルーフィング
野地板：スギザラ板㋐12
通気垂木：45×60＠455
タイベックハウスラップ（外壁との重なり部はソリテックス）
構造野地板：構造用合板㋐12
登り梁：スギ105×150＠910
断熱材：高性能グラスウール16kg㋐150
断熱材受け：スギ30×150＠455
断熱材：高性能グラスウール16kg㋐150
気密：防湿気密シート

屋根：ガルバリウム鋼板・金属防水工法
「レインボウメタルルーフ」
野地板：シージングボード㋐12
野地板：スギザラ板㋐12
通気垂木：45×60@455
パッキン：スギ30～115（勾配を取るため）
タイベックハウスラップ（外壁との重なり部は
「ソリテックス・フロンタ・クアトロ・コネクト」が上になるように）
水平構面：構造用合板㋐24
小梁：スギ105×105@910
断熱材：ネオマフォーム㋐100+t50
室内側防湿気密シート

606

1,
81
4

2,
10
0

▼1FL

▼胴差天端

▼GL

2,
39
6

54
4

1,
34
3

62
2

▼桁天端

▼下屋の最高高さ

S=1：100S=1：100

和室

洗

ダイニング
リビング

台所

玄関 ホール

床ガラリ

WIC
SIC

お母様の部屋

階段

床下AC

飾り棚

床ガラリ

床
ガ
ラ
リ

N

スタディ
カウンター

床ガラリ

数
社
の
工
務
店
と

時
間
を
か
け
て
信
頼
を
築
く

息子世帯のリビング・ダイニング。構造材はスギ。階段下に暖房用床下エアコンがあり、
畳の小上がりの側面が吹き出し口に。階段上には冷房用のエアコン。開口部の上半分はFIX

共有の玄関ホール。低めのスリット
窓で視線を抜き、アイストップにベン
チを設けた

FIXの高窓にも障子を設け、夏の日
射を調整。掃き出し窓が高さ1800
㎜と低めなので、上の障子も手で楽
に開け閉めが可能

L字形プランにより、息子世帯のリビング
から母世帯の窓が見え、お互いに気配
を感じ合うことができる

勾配天井が広がりをもたらす
お母様のスペース。エアコン
は小屋裏に設置し、目立たな
いようにルーバーで覆った

一
人
を
貫
き

納
得
い
く
仕
事
だ
け
す
る

断面図で見る達人のこだわり 適
性
を
得
る
こ
と
は
、
自
分
の
信
条

に
も
沿
わ
な
い
と「
高
断
熱
高
気
密

に
し
な
い
理
由
」が
す
べ
て
消
え
た
の

で
す
。

　
2
0
1
6
年
に
は
、
自
宅
を
高
断

熱
高
気
密
仕
様
で
建
て
ま
し
た
。
真

冬
で
も
日
中
は
無
暖
房
で
、
夕
方
か

ら
薪
ス
ト
ー
ブ
で
採
暖
。一
日
を
通
し

て
室
温
が
20
℃
を
下
回
る
こ
と
は
な

S=1:100

S=1：250S=1：250

1,
35
0

1,251

２階建て部分

平屋部分

3,
76
5

N

平面図で見る達人のこだわり

く
、
少
な
い
光
熱
費
で
と
て
も
快
適

で
す
。

　
今
回
、
紹
介
す
る
の
は
近
作
の
1

つ
で
、
分
棟
型
の
二
世
帯
住
宅
。
息

子
さ
ん
世
帯
と
お
母
様
が一
緒
に
暮
ら

す
た
め
、
お
互
い
の
適
度
な
距
離
感

を
意
識
し
ま
し
た
。
浴
室
や
ト
イ
レ

な
ど
は
共
有
し
て
い
る
の
で
裏
動
線

を
設
け
、
相
手
の
生
活
空
間
を
通
ら

な
く
て
も
水
回
り
を
使
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
分
棟
型

と
な
り
、
大
小
の
切
妻
屋
根
が
手
を

つ
な
ぐ
よ
う
な
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
付
き
合
う
工
務
店
は
2
〜
3
社

で
す
。
依
頼
す
る
基
準
は
、
断
熱
や

気
密
を
き
ち
ん
と
施
工
し
て
も
ら
え

る
こ
と
。
私
が
現
場
で
指
導
す
る
と
、

自
分
の
仕
事
が
回
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
。
で
き
れ
ば
大
工
兼
任
で

は
な
く
、
専
任
の
現
場
監
督
が
い
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
大
工
を
し
な
が

ら
、
工
程
管
理
ま
で
す
る
の
は
、
大

変
な
こ
と
で
す
か
ら
。

　
工
務
店
と
は
、
対
等
な
関
係
で
い

た
い
で
す
。
工
務
店
に
勤
務
し
て
い
た

と
き
に
現
場
監
督
を
経
験
し
て
い
る

の
で
、
設
計
者
の
ふ
る
ま
い
に
よ
っ
て

現
場
が
上
手
く
い
っ
た
り
い
か
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
を
分
か
っ
て

い
る
の
で
。
見
積
も
り
が
合
わ
な
い
時

も
、
理
不
尽
な
減
額
を
求
め
ず
、
仕

様
を
変
更
し
て
お
客
さ
ん
に
も
納
得

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
場
で
大
工
と

話
し
て
意
見
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

柔
軟
な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
独
立
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
基
本

的
に
一
人
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
人

を
雇
わ
な
い
理
由
は
、
給
料
を
支
払

う
た
め
に
、
意
に
染
ま
な
い
仕
事
を

受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
つ
く
り

た
く
な
い
か
ら
で
す
。
で
も
、
構
造
設

計
や
、
断
熱
性
能
・一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
計
算
、
模
型
製
作
を
外
注
す
る
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
助
け
を
借
り
て
や
っ

て
い
ま
す
。

　
仕
事
量
は
、
竣
工
ベ
ー
ス
で
年
間

3
棟
く
ら
い
が
上
限
。
今
は
、来
月
着

工
す
る
の
が
2
軒
、
実
施
設
計
中
が

2
軒
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
が
2
軒
。

自
分
と
し
て
は
ほ
ど
よ
い
ペ
ー
ス
で

す
。

　
仕
事
を
安
定
的
に
回
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
2
0
1
6
年
に
新
築

し
た
自
宅
が
エ
コ
ハ
ウ
ス
大
賞
を
受
賞

し
た
後
の
2
0
1
8
年
頃
。
子
育
て

や
家
事
を
妻
と
分
担
し
て
い
る
の
で

家
事
を
担
う
人
に
対
す
る
共
感
力
が

つ
き
ま
し
た
。「
う
ち
は
こ
れ
で
失
敗

し
ま
し
た
」と
か「
う
ち
は
こ
れ
で
う

ま
く
い
っ
て
い
ま
す
」と
説
得
力
を
も

っ
て
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
宮
城
県
内
で
地
域

に
根
づ
い
た
仕
事
が
多
い
の
で
す
が
、

遊
牧
民
気
質
が
う
ず
く
こ
と
も
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は「
営
業
範
囲
は
日
本

全
国
、
世
界
各
地
ど
こ
で
も
」
と
掲

げ
て
い
ま
す
。い
つ
か
、ア
フ
リ
カ
と
か

で
も
設
計
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

S=1:50

［1階平面図］

［短計図］
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経
務

2020年2月、新型コロナウィルスの感染拡大で世の中
が混乱している最中、神奈川県の工務店、株式会社
ecomo（以下、エコモ）の中堀健一社長は、現場管理業
務の効率化システム「Log System」を販売する株式会
社log build（以下、ログビルド）を設立した。
コロナ禍を経てリモートワークやオンライン打ち合わせを取
り入れる工務店が増えているが、現場管理業務だけはリ
モート化できない――、そう考えている経営者が少なくない
ようだ。現場に行かずに進捗・品質・安全の管理ができる
のか？ 中堀社長に話を聞いた。

　
住
宅
業
界
の
大
工
不
足
が
話
題
に

上
が
っ
て
久
し
い
が
、
そ
の
陰
で
ジ
ワ

リ
と
深
刻
化
し
て
き
た
の
が
、
現
場

監
督
の
不
足
だ
。
多
く
の
工
務
店
に

と
っ
て
、
大
工
不
足
以
上
に
逼
迫
感

の
あ
る
問
題
と
い
え
る
。

　
現
場
監
督
の
担
い
手
が
少
な
い
の

は
、
と
に
か
く
多
忙
で
あ
る
こ
と
に
尽

き
る
。
日
中
は
複
数
の
現
場
を
は
し

ご
し
て
、
夕
刻
に
事
務
所
に
戻
っ
て
か

ら
、
見
積
り
や
工
程
表
を
作
成
、
受

発
注
な
ど
を
行
う
。
大
量
の
事
務
作

業
の
た
め
に
残
業
す
る
こ
と
も
多
々

あ
り
、
手
配
や
段
取
り
を
間
違
え
れ

ば
現
場
が
混
乱
、
休
日
を
返
上
す
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
も
し
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
れ
ば
会
社
の
損
失
を
招
く
こ
と

に
も
な
る
。
若
手
や
新
人
に
と
っ
て

は
荷
が
重
く
、せ
っ
か
く
採
用
し
た
人

材
が
数
年
で
辞
め
て
し
ま
う
こ
と
も

よ
く
聞
く
話
だ
。
人
手
不
足
で
監
督

の
多
棟
管
理
が
当
た
り
前
と
な
り
、

そ
れ
が
ま
た
忙
し
さ
を
助
長
す
る
―

―
こ
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
気
づ
き
な

が
ら
も
手
を
打
て
て
い
な
い
と
い
う
の

が
、
現
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　

　「
現
場
管
理
に
お
け
る
業
務
内
容

を
調
べ
て
み
る
と
、
車
で
移
動
し
て
い

る
時
間
が
１
日
平
均
3
時
間
半
く
ら

い
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
運
転

し
て
い
る
間
は
何
も
で
き
な
い
。
こ
の

時
間
を
事
務
作
業
に
充
て
ら
れ
な
い

か
と
考
え
た
の
で
す
」と
、
中
堀
社
長

は
現
状
の「
無
駄
」を
指
摘
す
る
。
工

務
店
で
あ
る
エ
コ
モ
で
は
、
２
０
１
５

年
に
市
販
の
３
６
０
度
カ
メ
ラ
を
使
っ

て
現
場
の
リ
モ
ー
ト
管
理
を
試
み
た

が
、
結
局
デ
ジ
カ
メ
と
同
じ
で
、
現
場

で
撮
影
し
た
も
の
を
離
れ
た
人
と
共

有
で
き
な
い
、
会
社
に
戻
っ
て
か
ら
写

真
を
整
理
し
て
保
存
す
る
手
間
が
か

か
る
、
過
去
の
状
況
を
パ
ッ
と
出
せ
な

い
、
た
だ
の
写
真
デ
ー
タ
な
の
で

G
oogle 

ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
の
よ
う

現場の大工が専用アプリと市販の360度カメラ
を使って撮影すると、その場でVR現場空間が
生成される。これにより社員も協力業者もスマホ
で現場状況を把握することが可能

ログミートでリモート検査を行う品質管理部のスタッフ。同
社独自の品質管理チェックシートやマニュアル、標準施工
要領書があるため、業界未経験の新人でも検査が可能。
検査中に判断に迷うことがあっても、近くにいる先輩社員
に聞けることもリモートのメリット。
現場監督に依存する属人的管理ではなく、品質管理課が
会社ルールに則って全棟を同一基準で検査・チェックをす
るので、工事ミスがぐんと減る

現場に行かずとも、画面を見ながら現場の課題を話せるの
で、管理ミスを減らすだけでなく、再発防止の強化にも活
用できる

株式会社log build代表取締役社長の中堀健一氏は、神奈川県の
工務店ecomoの創業者であり、社長でもある

事務所には、iPhoneやiPad、MacBookをワイヤレスで投影
できるプロジェクタを使って、360度のVR現場空間を見な
がら工程会議が行われる。同社ではIT化に取り組んだこと
で、若い人の入社希望が増えたという

ログウォークの画面。事務所や自宅にいても360度のVR空間
で現場の状況を確認でき、気づいた点があれば付箋機能や
iPadの手描き機能を使って簡単に指示することもできる

スマホがあればリモート検査が可能。職人は電
話にでる感覚で、着信にでればOK

大
工
だ
け
で
な
い
。

現
場
監
督
も

不
足
し
て
い
る
現
状

■Log Systemの構成

Log Walk（ログウォーク）

　　360度カメラ画像をVR空間化する
　　リモート現場可視化アプリ

Log Meet（ログミート）

　　現場立ち会いに特化したオンライン施工管理アプリ

現
場
に
行
か
ず
に

事
務
所
で
確
認
で
き
た
ら
…

に
歩
き
回
れ
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
市
販
の
３
６
０
度
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
た
画
像
を
V 

R
空
間
化

し
、
そ
の
中
を
自
由
に
歩
き
回
れ
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
に
着
手
。

２
０
２
１
年
に
V 

R
空
間
で
施
工
指

示
が
で
き
る
機
能
も
備
え
た「Log 

W
alk

」（
ロ
グ
ウ
ォ
ー
ク
）が
完
成
し
、

建
設
業
向
け
に
販
売
す
る
態
勢
を
整

え
た
。

　
さ
ら
に
２
０
２
２
年
に
は
現
場
立

ち
会
い
に
特
化
し
た
ア
プ
リ「Log 

M
eet

」（
ロ
グ
ミ
ー
ト
）を
リ
リ
ー
ス
。

ビ
デ
オ
通
話
機
能
を
使
っ
て
リ
モ
ー

ト
で
現
場
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。
エ
コ
モ
で
は
、

人
が
減
っ
て
も
事
業
が

継
続
す
る
状
態
に
し
て
お
く

大
工
や
職
人
が
週
２
回
ロ
グ
ウ
ォ
ー

ク
に
３
６
０
度
写
真
を
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
営
業
設

計
・
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

品
質
管
理
・
設
計
監
理（
現
場
管
理
）・

協
力
業
者
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
確

認
す
る
。
ま
た
、
決
ま
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
本
社
の
品
質
管
理
メ
ン
バ
ー
が

ロ
グ
ミ
ー
ト
で
現
場
の
職
人
と
５
〜

15
分
程
度
の
リ
モ
ー
ト
品
質
検
査
を

実
施
。
現
場
へ
行
っ
て
検
査
す
る
従

来
と
違
っ
て
移
動
時
間
が
な
い
の
で
、

１
日
で
複
数
検
査
を
こ
な

す
こ
と
が
可
能
。
こ
れ
に

よ
り
、
現
場
に
足
を
運
ぶ

頻
度
は
１
現
場
に
つ
き
８

回
以
下
に
減
っ
た
と
い

う
。

 

「
以
前
は
現
場
監
督
１
人

で
年
間
8
棟
を
こ
な
す

時流を読む

工
営
店 現場管理は
リモート化できるのか？
取材先：株式会社log build　

第１回

の
が
や
っ
と
で
し
た
が
、
今
で
は
残
業

せ
ず
に
15
棟
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

監
督
の
仕
事
は
段
取
り
が
８
割
。
残

り
が
確
認
作
業
で
す
。
段
取
り
の
質

が
上
が
れ
ば
、
施
工
の
質
も
高
ま
り

ま
す
」（
中
堀
社
長
）。

　
現
場
管
理
を
リ
モ
ー
ト
で
行
う
と

は
い
っ
て
も
、
現
場
に
足
を
運
ば
な
い

わ
け
で
は
な
い
。「
現
場
に
は
確
認
の

た
め
で
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
出
向
い
て
い
け
ば
よ
い
の
で

す
。
弊
社
で
は
現
場
監
督
以
外
の
社

員
が
“
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
”
と
称
し

て
現
場
に
足
を
運
ん
で
い
ま
す
」（
中

堀
社
長
）。
現
場
の
整
理
整
頓
や
安

全
管
理
、
近
隣
と
の
関
係
な
ど
、
シ

ス
テ
ム
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
か
ら
だ
。
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
っ
て
無

駄
な
作
業
を
減
ら
し
た
ぶ
ん
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
ビ
ス
、ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
時
間
を
割
き
、
仕
事

の
質
の
向
上
を
図
る
―
―
こ
れ
こ
そ

が
、
リ
モ
ー
ト
化
の
目
的
と
い
え
る
。

　
発
売
か
ら
３
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
業
界

の
関
心
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
い
た
こ
と

も
幸
い
し
、ロ
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
工
務
店
や
ゼ
ネ
コ
ン
は
1
7
0
社

を
超
え
た
と
い
う
。「
日
本
で
人
口
が

減
っ
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
あ
が
い
て
も
現
場
監
督
が

爆
発
的
に
増
え
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
の
工
務
店
経
営
は
、
人

材
が
不
足
し
て
も
事
業
が
継
続
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
」
と
中
堀
社
長
。
工

務
店
経
営
者
の
視
点
で
、
今
後
も
建

設
業
の
ス
マ
ー
ト
化
を
進
め
る
べ
く
、

シ
ス
テ
ム
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

監
督
１
人
の
年
間
担
当
数
が

８
棟
か
ら
15
棟
に

導入金額の目安

年間30棟で
月額7～8万円

程度
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基礎の貫通する配管のダメな例

▼GL

配管まわりの地盤は
弱くなっている

耐圧版

カブリ厚
不足

カブリ厚
不足

カブリ厚
不足

地中梁

Z3-34

基基
礎礎
のの
奥奥
義義

基
礎
梁
の

美
し
い
配
置
こ
そ

コ
ス
ト
削
減
の
王
道

　
コ
ス
ト
の
話
を
始
め
る
前
に
、
基
礎

の
役
割
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
当
た

り
前
の
こ
と
だ
が
、
建
物
の
な
か
で
地

盤
と
接
す
る
部
分
が「
基
礎
」で
あ

る
。基
礎
は
常
に
建
物
重
量
を
支
え
、

不
同
沈
下
を
防
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
震
や
暴
風
時
に
は
、
横

に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
建
物
の
足
元
が
動

か
な
い
よ
う
平
面
的
な
一
体
性
を
保

つ
、
と
い
う
役
割
も
あ
る（
図
1
）。

　
建
物
を
安
定
し
て
支
え
る
に
は
、

建
物
重
量
が
地
盤
の
許
容
支
持
力
以

内
に
納
ま
る
よ
う
に
、
地
盤
に
接
す

る
基
礎
の
底
面
積
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
。
地
盤
の
許
容
支
持
力
は
地

耐
力
と
も
呼
ば
れ
、1
㎡
当
た
り
キ
ロ

ニ
ュ
ー
ト
ン（
単
位
：
kN
／
㎡
）で

表
す
。
し
た
が
っ
て
地
耐
力
の
低

い
軟
弱
地
盤
で
あ
れ
ば
基
礎
の

底
面
積
を
広
く
す
る
必
要
が
あ

る
し
、
固
い
地
盤
で
あ
れ
ば

底
面
積
は
小
さ
く
て
も
よ

い
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
水
平
力
に
対
し

て
は
、
平
面
的
に
㆒
体
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
玉

石
や
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
の
基
礎

は
、
特
に
横
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た

と
き
に
ズ
レ
や
す
い
た
め
、
足
固
め

や
火
打
土
台
な
ど
を
設
け
て
補
強

す
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
こ
れ
ら
の
基

礎
に
比
べ
て
一
体
性
が
高
い
た
め
、
1

階
床
面
の
水
平
剛
性
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
み
で
十
分
に
確
保
で
き
る
。

基
礎
は
地
盤
と
住
宅
を
つ
な
ぐ
要

すずき・りゅうこ
一級建築士、構造設計一級建築士。1991年法政大
学工学部建築学科卒業、山辺構造設計事務所入社。
主に木造に関する構造設計や監理、書籍の執筆等を
担当。大工塾での講義や大工との協働による構造実
験の積み重ねが、設計活動のベースになっている。

連
載
●

　賢賢
くく
・・
正正
しし
くく
・・
美美
しし
くく
！！

　
木
造
住
宅
の
基
礎
は
主
に
布
基
礎

と
ベ
タ
基
礎
が
あ
り（
図
2
）、
軟
弱

層
が
厚
い
場
合
は
そ
の
下
に
杭
を
配

置
す
る
な
ど
の
地
盤
改
良
を
行
う
。

　
布
基
礎
は
、
主
要
な
軸
組
の
下
に

連
続
し
て
フ
ー
チ
ン
グ
付
き
の
基
礎

梁
を
設
け
る
も
の
で
、
地
耐
力
に
応

じ
て
フ
ー
チ
ン
グ
の
幅
を
決
定
す
る
。

1
階
の
床
下
は
土
の
ま
ま
の
と
き
も

あ
る
が
、
湿
気
を
防
ぐ
た
め
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
打
つ
の
が
㆒
般
的
で
あ
る
。

　
ベ
タ
基
礎
は
、フ
ー
チ
ン
グ
と
防
湿

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
兼
用
す
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ス
ラ
ブ
を
打
っ
た
も
の
で
、
構
造

的
に
は
基
礎
の
一
体
性
が
向
上
し
、
水

平
剛
性
が
非
常
に
高
く
な
る
。
底
版

面
積
1
㎡
当
た
り
の
建
物
重
量（
接

地
圧
。
地
盤
に
か
か
る
建
物
重
量
）が
小

さ
く
な
る
た
め
、
軟
弱
地
盤
に
も
対

応
し
や
す
い
。
布
基
礎
と
比
べ
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
量
と
鉄
筋
量
が
増
え
る
ぶ

ん
コ
ス
ト
は
か
か
る
が
、
根
切
り
や
埋

め
戻
し
が
少
な
く
地
表
面
を
荒
ら
す

範
囲
が
抑
え
ら
れ
る
う
え
、
型
枠
量

も
減
り
施
工
性
が
良
く
な
る
た
め
、

近
年
は
ベ
タ
基
礎
が
主
流
で
あ
る
。

図
3
に
ベ
タ
基
礎
の
注
意
点
を
ま
と

め
た
の
で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

施
工
性
が
よ
い

ベ
タ
基
礎
が
主
流

図2： 主な基礎の種類

図3： ベタ基礎の注意点

解
説
：
鈴
木
竜
子（
山
辺
構
造
設
計
事
務
所
）

　
度
重
な
る
建
築
資
材
の
値
上
げ
に
よ
っ
て
住
宅
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
昨
今
、い
か
に
材
料
の
無
駄
を
な

く
し
施
工
コ
ス
ト
を
抑
え
る
か
が
、
工
務
店
に
と
っ
て

最
優
先
事
項
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
か
で
も
基
礎

の
材
料
で
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
筋
は「
天
井
が
見

え
な
い
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
値
上
が
り
が
続
い
て
お

り
、
材
料
費
を
少
し
で
も
抑
え
た
い
…
と
考
え
て
い

る
人
も
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

　
そ
こ
で
第
１
回
は
、
基
礎
の
役
割
を
お
さ
ら
い
し

な
が
ら
、
基
礎
の
設
計
や
施
工
に
起
こ
り
う
る「
無

駄
」
と
は
何
か
を
考
え
て
み
た
い
。

第１回

①布基礎 ②ベタ基礎

部で建物の重量を受ける。ベタ基礎は接地面
積が大きい

支持層

軟弱層摩擦力

先端支持力

布基礎かベタ基礎

根入れ
深さ

摩擦力

布基礎かベタ基礎

根入れ
深さ

布基礎 ベタ基礎

建物の主要構面の下に、布状に逆T字形の基礎梁
を配置する方法。地耐力が比較的高い地盤で採用

建物の下に全面的に耐圧版を設ける方法。スラブ厚
150㎜程度で、立上りと地中梁を適宜配置する

①布基礎 ②ベタ基礎

部で建物の重量を受ける。ベタ基礎は接地面
積が大きい

梁せいが半分になると、たわみは8倍になる

梁せい

地反力

▼GL▼GL 2
D

D

8

地反力

1

Z3-1

基礎が浅いため、アンカーボルトの
埋め込み長さが足りない

これ以上は

ムリ

▼GL

Z3-2

❶ 地中梁の梁せい
地中梁の梁せいが小さすぎると、鉛直剛性は
低くなる。立上りを基礎梁としてもよいが、人
通口で分断されやすい。

❸ スリーブと鉄筋のカブリ厚
基礎梁を貫通するスリーブと鉄筋とのカブリ厚が
確保できないことがある。

❷ 基礎梁の大きさ
基礎梁が小さいと、鉄
筋の定着長さや、アン
カーボルトの垂直埋め
込み長さが確保できない
ことがある。

❹ 配管の通し方
配管を基礎梁の下に通すと、支持地盤を
荒らすことになる。

❺ 寒冷地の根入れ
寒冷地では根入れが浅いと、凍上によ
り不同沈下を招きやすいので、根入れ
は凍結深度よりも深くする。

図1： 基礎の役割

水平方向の力を受
けたときも基礎の一
体性を保つ（バラバ
ラに動かない）

鉛直方向の力に対
して不同沈下しない
（地耐力以内になるよ
うに底版を設計する）

①布基礎 ②ベタ基礎

部で建物の重量を受ける。ベタ基礎は接地面
積が大きい
部で建物の重量を受ける。

ベタ基礎は布基礎よりも
接地面積が大きい

基礎の下に霜柱ができて、
それが溶けたあと基礎が傾く

▼GL

▼GL

①基礎の下に霜柱ができた状態

②霜柱が溶けた後の状態

霜柱霜柱

基礎下に霜柱
が立つと、
基礎が持ち上
げられる

霜柱が溶けると
地盤が緩くなり
不同沈下が生じる

Z3-5
基礎の下に霜柱ができて、
それが溶けたあと基礎が傾く

▼GL

▼GL

①基礎の下に霜柱ができた状態

②霜柱が溶けた後の状態

霜柱霜柱

基礎下に霜柱
が立つと、
基礎が持ち上
げられる

霜柱が溶けると
地盤が緩くなり
不同沈下が生じる

Z3-5

基礎の下に霜柱ができて、
それが溶けたあと基礎が傾く

▼GL

▼GL

①基礎の下に霜柱ができた状態

②霜柱が溶けた後の状態

霜柱霜柱

基礎下に霜柱
が立つと、
基礎が持ち上
げられる

霜柱が溶けると
地盤が緩くなり
不同沈下が生じる

Z3-5

基礎の下に霜柱ができて、
それが溶けたあと基礎が傾く

▼GL

▼GL

①基礎の下に霜柱ができた状態

②霜柱が溶けた後の状態

霜柱霜柱

基礎下に霜柱
が立つと、
基礎が持ち上
げられる

霜柱が溶けると
地盤が緩くなり
不同沈下が生じる

Z3-5
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基
礎
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
大
原
則

は
、
何
と
い
っ
て
も
複
雑
な
形
状
を
避

け
る
こ
と
。
基
礎
梁
の
断
面
を
小
さ

く
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
量
を
減
ら
し
た

り
鉄
筋
の
量
を
減
ら
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
構
造
耐
力
上
、
限
界
が
あ
る
。

シ
ン
プ
ル
で
合
理
的
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

す
る
に
は
、「
構
面
」を
意
識
し
た
構

構
面
を
意
識
し
た

基
礎
梁
の
配
置
を

造
計
画
、
お
よ
び
平
面
計
画
が
カ
ギ

と
な
る
こ
と
を
覚
え
て
お
こ
う
。

　
前
述
の
よ
う
に
基
礎
の
役
割
は
、建

物
の
荷
重
を
受
け
て
地
盤
に
伝
達
す

る
こ
と
な
の
で
、
基
礎
梁
は
原
則
と
し

て
柱
と
耐
力
壁
の
下
に
設
け
る
。
た
と

え
ば
図
4
の
よ
う
に「
構
面
」を
考
え

ず
に
設
計
す
る
と
、
基
礎
が
ブ
ツ
切
れ

に
な
り
、型
枠
設
置
や
配
筋
も
手
間
が

か
か
っ
て
基
礎
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
。
構
造
的
に
み
て
も
不
連
続
な
部

分
が
多
い
と
力
の
流
れ
が
複
雑
に
な

［2階］［2階］

［1階］［1階］

図4： 基礎梁の配置の悪い例図5： 基礎梁の配置の良い例

り
、
合
理
的
で
は
な
い
。

　
一
方
、
図
5
の
よ
う
に
、「
構
面
」

を
考
え
て
設
計
す
る
と
、
力
の
流
れ

が
明
快
で
、
基
礎
も
お
の
ず
と
ス
ッ
キ

リ
し
た
形
に
な
る
。
た
だ
し
、
基
礎
に

は
床
下
を
点
検
す
る
た
め
の
人
通
口

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
人

通
口
部
分
に
も
立
上
り
を
設
け
た

り
、
地
中
梁
を
つ
く
る
な
ど
し
て
基

礎
梁
を
連
続
さ
せ
て
ほ
し
い（
図
6
）。

　
上
部
架
構
と
基
礎
の
検
討
を
専

門
業
者
な
ど
に
丸
投
げ
す
る
の
で
は

図6： ほ通り軸組図に見る
基礎梁が連続することの意味

❶ 島基礎
そもそも基礎梁になっていない。

❷ 立上りの中間に人通口
基礎梁が分断されてしまう（ほぼ島基礎状態）。

❸ 人通口部分にも立上りがある
梁せいは部分的に低くなるが、基礎梁は連続している。
人通口は応力の小さい箇所に設ける

❹ 人通口の下に地中梁がある
梁せいを確保して基礎梁を連続させる

❺ 地中梁を通す
地中で基礎梁を通し、立上りは柱や耐力壁の下に設ける。
人通口の位置は比較的自由に決められる。

架構全体を考えずに1階の柱のみを見て基礎梁を
配置しているため、荷重が大きくかかる範囲に
基礎梁が少ない状態になっている

主構面に荷重が流れるように、小屋組みや
2階床の梁、耐力壁、１階柱を設けることで
基礎梁も無駄のない配置に

立上りが連続していない島基
礎は、不同沈下しやすい

同じ厚さのスラブでも基礎梁
で囲まれた面積が小さいほど
基礎の剛性は強くなる

基礎梁が連続していれば、大
きな力がかかっても局部的な
沈下を防ぐことができる

な
く
、
計
画
の
全
体
を
把
握
し
て
い

る
設
計
者
が
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
段
階
で

基
礎
と
上
部
架
構
を
関
連
付
け
て
考

え
整
理
す
る
こ
と
が
、
全
体
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　
次
回（
11
月
１
日
発
行
）の
テ
ー
マ
は
、

「
無
駄
の
な
い
基
礎
設
計
は
地
盤
調

査
か
ら
」で
す
。
ス
ク
リ
ュ
ー
ウ
ェ
イ

ト
貫
入
試
験
に
よ
る
調
査
の
結
果
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
基
礎
を
検
討

す
る
の
が
よ
い
か
を
解
説
し
ま
す
。

常時荷重に対してもひび割れが生じるおそれあり

Z5-1

常時荷重に対してもひび割れが生じるおそれありZ5-2

梁せい梁せい

梁せい梁せい

Z5-3

隅角部はひび割れが入りやすいため、斜め筋で補強する

梁せい300以上
（応力によって決まる）
梁せい300以上
（応力によって決まる）

Z5-4

Z5-5

2,730 3,6403,640
10,010

へ と ち り ぬ る をい ろ は に ほ
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五
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46
0

子ども室

バルコニー

子ども室 子ども室 寝室

納戸
廊下

2,730 3,6403,640
10,010
へ と ち り ぬ る をい ろ は に ほ

1,
82
0

1,
36
5

3,
64
0

一

一 ’

二

三

四

五

六

七

6,
82
5

和室8畳

濡れ縁

玄関

居間・食堂

台所

洗面
脱衣室

納戸

勝手口浴
室

廊下

凡例

主構面

基礎梁
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小
田
原
城
の
南
西
、
桜
並
木
が
続

く
西さ
い

海か

子ち

小
路
の
一
角
に
、
小
田
原
文

学
館
は
あ
り
ま
す
。
本
館
は
も
と
も
と

1
9
3
7
（
昭
和
12
）
年
に
、
土
佐
藩

出
身
で
、
第
3
次
伊
藤
内
閣
に
お
い
て

宮
内
大
臣
を
務
め
た
田
中
光み
つ

顕あ
き

伯
爵

の
別
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
た
ス
ペ
イ
ン

風
洋
館
で
す
。
設
計
者
は
曽そ

禰ね

達た
つ

蔵ぞ
う

。

ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
に
師
事
し
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
三
菱
重
工

業
長
崎
造
船
所
「
占せ
ん

勝し
ょ
う

閣か
く

」
や
慶
應

義
塾
大
学
図
書
館
な
ど
を
手
が
け
た

唐
津
藩
出
身
の
建
築
家
で
す
。

　
白
壁
に
緑
青
の
ス
ペ
イ
ン
瓦
が
映
え
る

モ
ダ
ン
な
建
物
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
3
階
建
て
。
脇
に
木
造
平
屋
の
管

理
棟
が
接
続
し
て
い
ま
す
。
別
荘
と
し

て
は
比
較
的
小
規
模
で
、延
床
面
積
は

3
6
1.
0
3
㎡
。
2
0
0
0
年
に
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、小

田
原
市
の
歴
史
的
風
致
形
成
建
造
物

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
田
中
伯
爵
邸
が
文
学
館
と
し
て

開
館
し
た
の
は
1
9
9
4
年
の
こ
と
。

1
・
2
階
に
設
け
ら
れ
た
展
示
室
に

は
、
北
村
透
谷
や
尾
崎
一
雄
、
北
原
白

秋
、
谷
崎
潤
一
郎
な
ど
、
小
田
原
出
身

や
小
田
原
に
縁
の
あ
る
文
学
者
の
直

筆
原
稿
や
書
簡
な
ど
が
保
管
・
展
示
さ

れ
、
当
時
、
小
田
原
で
文
学
活
動
が
盛

ん
だ
っ
た
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
す
。

白白
とと
緑緑
青青
のの
ココ
ンン
トト
ララ
スス
トト
がが
美美
しし
いい
別別
荘荘
建建
築築

1階から3階までつながる緩
やかな蹴上げの螺旋階段。
手すりには黒大理石を使用

上段左／サンルームの壁に貼られたモザイクタイル。
建物内外の随所にタイルが使われ、デザインのアク
セントとなっている
上段中／スペインから直輸入したというスペイン瓦
上段右／開閉可能なガラス戸付きの玄関と居室
（第二展示室）をつなぐ彩光窓
下段左・中／階段の主柱（左）。１段目の段板端部
（右）に合わせた、優しい曲面をもっている
下段右／階段室の窓に取り付けられた金物

アーチ型の玄関ポーチ。側面には三角形の透
かし彫りが施されている

タイル張りの屋上テラス。奥のパーゴラ下には
噴水口が見える

1階サンルームからの庭の眺め。ここから四季
折々の木々の表情を楽しめる

　神奈
川
県
小
田
原
市

小小
田田
原原
文文
学学
館館

　
（
旧
田
中
光
顕
別
邸
）

住宅文化財住宅文化財
探訪のすすめ探訪のすすめ
取材：加藤泰朗　撮影：奥山晴日

南側庭園から望むスペイン風洋館の本館。
1階・2階にはモダンデザインを思わせるシン
プルな造形のサンルームが設けられている。
建築家・曽禰達蔵の最晩年の作品
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本
館
南
側
の
庭
園
を
抜
け
、〝
か
ら

た
ち
の
小
径
〞
を
進
む
と
、
そ
の
先
に

見
え
て
く
る
の
が
別
館
の
白
秋
童
謡

館
で
す
。
ヒ
ノ
キ
材
を
多
用
し
た
入
母

屋
造
の
木
造
2
階
建
て（
㆒
部
地
階
）

で
、
洋
館
よ
り
以
前
の
1
9
2
4（
大

正
13
）年
に
建
て
ら
れ
た
、
同
じ
く
田

中
伯
爵
の
別
邸
で
す（
設
計
者
不
明
）。

延
床
面
積
は
2
2
1.
1
4
㎡
。
瓦
棒

銅
板
葺
き
の
屋
根
に
は
、南
側
の
正
面

と
背
面
に
千
鳥
破
風
が
乗
っ
て
い
ま
す
。

　
1
階
と
2
階
の
主
座
敷
に
つ
く
ら

れ
た
床
の
間
や
違
棚
、
付
書
院
な
ど
の

座
敷
飾
り
、
小
紋
硝
子
を
組
み
込
ん

だ
建
具
、
地
下
室
に
設
け
ら
れ
た
ワ
イ

ン
セ
ラ
ー（
非
公
開
）
な
ど
か
ら
は
、
別

邸
建
築
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
が
。

　
白
秋
童
謡
館
と
し
て
の
活
用
が
始
ま

っ
た
の
は
1
9
9
8
年
。
北
原
白
秋
が

神奈川県小田原市

小田原文学館（本館・別館）
DATA
　住所:神奈川県小田原市南町2丁目3-4
　交通:小田原駅より徒歩20分
　　　  箱根方面行きバス箱根口下車 徒歩5分
　　　  小田急線箱根板橋駅・JR早川駅より徒歩15分
　　　  小田原宿観光回遊バス 
 小田原文学館前下車（土日祝日のみ）
　開館:3月～10月 10:00～17:00
　　　  11月～2月 10:00～16:30 　
　休館:月曜日（休日に当たる場合はその翌日）
　　　  年末年始（12月28日～1月3日）
　　  　＊臨時休館あり
入館料:一般 250円（団体 180円）
　　　  小中学生 100円（団体 70円）
　　　  ＊団体は20名以上
問合せ:0465-22-9881（小田原市図書館）

見学メモ● 市民に開放された庭園を挟んだ1つの敷地内
で、和洋の登録有形文化財建造物を体験できる。また、
敷地内には、小田原市出身の文学者・尾崎一雄の自宅（一
部）が移築されており、文学館と併せて、文学活動が盛ん
だった往時の小田原をしのばせる。

小
田
原
に
建
て
た
「
木み
み

兎ず
く

の
家
」
の
模

型
や
直
筆
原
稿
な
ど
の
ほ
か
、
白
秋
の

童
謡
を
映
像
と
音
楽
で
紹
介
す
る
装

置
も
あ
り
、
白
秋
の
創
作
活
動
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
館
と
同

様
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
、
小
田
原
市
の
歴
史
的
風
致
形

成
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ここ
だだ
わわ
りり
のの
詰詰
まま
っっ
たた
近近
代代
和和
風風
建建
築築

上／2階主座敷を囲む廊下にも畳が敷かれている　右上／‶からたちの小径”から白秋童謡館へのアプローチ。　
右中／軒裏。垂木が現しとなっている　右下／1階主座敷。障子を開けると庭へとつながる大空間となる

南側正面。屋根には、この建物の特徴の1つである
千鳥破風が設られている




